








[要旨]

昭和 62 年 1月から平成 4年 12 月の 6年間に当院小児科に感染症で入院した生後 3日から

3 ヵ月未満の児で栄養方法の判明している 175 名を対象とし栄養方法と感染症罹患との関

係を感染症非罹患児166 名を対照に比較検討した。

感染症を細菌感染とウイルス感染に大別し感染症の発症時期を生後 3～7日、8日～1ヵ月、

1～3 ヵ月未満の 3 群に分けて、栄養方法を母乳のみ、母乳の多い混合、主として人工乳

の 3段階に分けて有意差検定を行なった。

感染症全体およびウイルス感染症の罹患児ではすべての時期において母乳栄養が少なかっ

た。細菌感染症の罹患児では生後 7日までの感染症患児においては母乳栄養が有意に少な

かった。母乳栄養が乳児期早期の感染症罹患防止に有用であることが示唆された。


